
校名の由来は？ 費用は？どんな人が
入学できるの？

どんな授業が
あるの？
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　県が「新・群馬県総合計画」の中で目指す姿として掲げる「年齢や性別、国籍、障
害の有無等に関わらず、すべての県民が、幸福を実感できる自立分散型社会」。
　「県立みらい共創中学校」もそうした社会を実現するための取り組みの1つです。何
らかの理由で十分に教育を受けられなかった人や外国人、学び直したい人などが共に
学べる場として、今年４月、伊勢崎市に本県初の夜間中学として開校します。
　その役割とは？　校名に込めた思いとは？　誰がどのように学べるの？
　皆さんも夜間中学への理解を深め、誰もが暮らしやすく活躍できる社会について考
えてみませんか。

みらい共創中学校、誕生！みらい共創中学校、誕生！みらい共創中学校、誕生！
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　外国人に対して教育支援などを行うNPO法人を
運営しています。
　夜間中学にはさまざまな年齢・国籍の生徒が集い、
多様性や違いを学ぶことができます。また外国人に
とっては、日本語「を」学ぶだけではなく日本語「で」
学ぶことができる場です。そして母国で学ばないよ
うな、日本の選挙制度や国会の仕組みなど、日本で
生活する上で大切な知識を習得することができます。
　このような学びを通して、日本語で社会を捉える
ことができるようになり、自信が付きます。自信が
付くことで、困難を乗り越え、さらに社会で能力を

発揮できるようになると思います。
　みらい共創中学校が、生徒にとって「将来に向けた学びの場」になっても
らえることを期待しています。

　不登校の児童生徒に対し、学びのサポートを行う
フリースクールを運営しています。
　さまざまな事情により、中学校に通えなかった人
たちの中には「中学校の学習内容の学び直しをした
い」「友達と青春を共有したかった」という人がい
ます。そうした人たちにとっては、夜間中学がある
ことによって学びの場の選択肢が広がります。ぜひ
先生や保護者をはじめとした多くの人に、みらい共
創中学校があることを知ってほしいです。
　また人との出会いそのものが学びだと思います。
みらい共創中学校では同じ地球に生きる多様な年齢・国籍の仲間との出会い
が待っています。仲間と「みらいを共に創り」これからの時代を生きる上で
大切な価値観や考え方を模索し、育んでほしいと思います。
　そして将来、生徒たちがみらい共創中学校出身ということに誇りを持って
自分の人生を生き、羽ばたいていってほしいと願っています。

外国人・不登校の生徒へ学びのサポートをしている２つの団体に、開校への思いを聞きました
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寄せる思い

　県内に在住する満15歳を超えた人
のうち、以下のいずれかに該当する人
が対象です。
◎さまざまな理由により学齢期（中
学校卒業までの期間）に十分に学ぶ
ことができず、義務教育未修了の人
◎中学校を卒業しているが、不登校など
により十分に学ぶことができなかった人
※学齢期の人は入学できません

どんなところ？
そんな「ギモン」に答えます！

　授業料や教科書代、入学金はかかり
ません。授業で使うノートやペンなど
の他、年間約１万円程度の教材費は生
徒の実費負担となります。

　校名は公募で選びました。「多文化
共生・共創社会」の理念ともつながり、
生徒一人一人が学校の新しい歴史を創
ってほしいという願いが込められてい
ます。
　また校歌や校章は、今後、生徒の想
いを乗せて作る予定です。

みらい共創中学校のQ＆A

　国語や数学など、昼間の中学と同じ
教科や特別活動などを学べます。校外
学習も予定しています。

現在不登校の中学生は正式に入学できませんが、本人の希望
を尊重した上で、現在の中学校に籍を置いたまま、市町村の
教育支援センターなどと同様に支援を受けることができます

■ 日本国籍を有しない人
■ 入学希望既卒者
■ 義務教育未修了者

■ 思う　■ 思わない　■ 分からない

文部科学省「夜間中学等に関する実態調査」（４年度）

群馬県「夜間中学設置に係るニーズ調査」（２年度）

夜間中学に
通う生徒の
属性

夜間中学が
あったら
よいと思うか

10.1％

23.2％
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74.4％
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2.7％

　夜間中学とは、中学校の夜間学級のことです。戦後の日本社会の混乱の中で、生活のために働かなければならず、学校に
通えない子どもたちに対して、学ぶ場を提供するため、昭和22年に大阪府で生まれたとされています。 その後、昭和29年
には12都府県に87校が設置され、翌年には生徒数が５千人を超えるようになりました。しかし社会情勢の変化や就学援助
の充実によって生徒数・学級数ともに減少していきました。
　５年10月現在は、17都道府県に44校が設置されています。近年では、就労のために来日した外国人の子どものうち、
学齢期を過ぎた人の受け入れ先にもなっています。また平成27年からは、中学校を卒業しても不登校などにより十分に学
ぶことができなかった人も入学できるようになるなど、現在ではさまざまな人たちに、義務教育相当の教育を受ける機会を
保障するための役割が期待されています。

　県が２年度に実施した調査では、回答者の７割以上の人たちが夜間中学について「必要がある」と回答しました。「不登校経
験者および関係者」と「外国人」については８割以上が「必要がある」と回答し、中学校を卒業した人の学び直しや、外国人の
県民からも高い関心が寄せられていると考えられます。
　また「入学に関心がある」と回答した人のうち、その理由については「日本語を学びたい」（45.7％）、「不登校のため学習が
不十分」（35.1％）、「中学校の学習内容を勉強したい」（23.1％）などの回答が多く、夜間中学にはさまざまなニーズがあるこ
とが分かります。

夜間中学って？
◆ 夜 間 中 学 の 歴 史 と 役 割

◆ 本 県 で も 高 ま る 必 要 性
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